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 溶連菌感染症はブドウ球菌感染症に比べ抗生物質による治療に反応し易いため,臨床的には重要
 度が少いという印象を一般に与えているが,なおアメリカの届出伝染病の第1位を占め,国内でも
 あらゆる地域にsilentinfecti。nの形で存続している。この実態を明らかにするため著
 者は山形県衛生研究所に集められた材料を中心に15年間にわたり溶連菌感染による各種流行の菌
 型検索を行い,また1968年から1969年の1年間にわたり臨床症状と関連ずけながら溶連菌
 の分離と疫学解析を試みた。
実験方法
 菌分離は兎又は馬血液加トリプトソーや寒天培地を用い,群の分類は標準群血清に対する沈降反
 応により行った。なおA群レソサ球菌を他群より選別する目的にはバシトラシン感劉生と小林の溶血抑制
 試験を併用した。さらにA群(グループ)間の型(タイプ)の分類は標準型血清に対する丁抗原凝
 集反応により行った。
実験成績
 得られた結果は次の如くまとめられる。
 1)1955年から2年間にわたり庄内地方を中心に多発した急性腎炎はC群溶連菌によるもので
 あった。これは世界的に稀な報告で本県が馬産地であったことと関連するかもしれない。このC
 群流行は曲形県内陸部におよんだ後5年以内でA群溶連菌に置換された。
 2)その後10年間県内に散発した急性腎炎はム群の12型によるものであり,日本全体の傾向と
 州致したが,最近に到り2型による急性腎炎がはじめて登場しに。いわゆるRammelkampの
 血ephritogenicstrainとされている4,12,25型などに日本では6型を加えるべ
 きであるといわれているが,2型が次に問題になる可能性を示す。
 5)1959年庄内地方に流行した猩紅熱は日本全体の流行のピークに4年先駆けたもので,1型
 及び6型のA群溶連菌が分離された。
 4)最近10年間は山形県内に猩紅熱・急性腎炎の流行をみながったが,1968年に2型菌によ
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 る急性腎炎の発生がみられた。
 5)最近1年間の溶連菌感染症では12型と22型が主要菌型である。
 6)これらの溶連菌は9才以下の幼児・小児では急性咽頭炎及びカタール性扁桃炎という症型をと
 り,より高年令の学童では化膿性扁桃炎の症型をとる。更にこれら菌型が家庭で大人に感染する
 可能性が示され,その症型は化膿性扁桃炎であった。
 ア)これら咽頭炎及び扁桃につき疫学的解析を加えると男が女より多く,又季節的には秋及び冬と
 の2っのピークがみられた。このような季節変動の傾向は15年間を通じてみられた。
 以上著者は山形県内における溶連菌感染症の年代推移を病型,季節,菌型のろ点から分析し,猩
 紅熱と腎炎は現在消滅しつ玉あることを指摘した。たyし,なお咽頭炎と扁桃炎という姿で広汎に
 溶連菌感染症が浸淫・伝播を続けている事実を明らかにした。
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 審査結果の要旨
 著者は15年間にわたり山形県を舞台に溶連菌感染症の年代推移を病型,季節,菌型などの5点
 から疫学的に解析し,特に猩紅熱と腎炎は現在消滅しつつある事,しかしなお咽頭炎と扁桃炎とい
 う姿で溶連菌感染症の存続している実能を明らかにした。
 論文中特記すべき部分は次の諸点である。
 1)り955年から2年間庄内地方で多発した急性腎炎はC群溶連菌によるものであった。こO流
 行はその後内陸部に及び5年以内でA群溶連菌で置換された。
 2)その後10年間県内で散発した急性腎炎は,すべてA群の12型によるものであり,最近にい
 たり2型が新らしく登場した。
 5)1959年庄内地方で猩紅熱が多発したが(1型及び6.型のA群溶連菌),この流行は日本全
 体の流行に4年先駈けたものである。
 4)最近2年間の溶連菌感染症はA群の12型及び22型が主要菌型である。
 5)これら溶連菌は,幼児,小児では急性咽頭炎及びガタrル性扁桃炎という症型をとり,より高・
 年令の学童は化膿性扁桃炎の症型をとる。更に之等は家庭内で大人に感染し,大人は化膿性扁桃
 炎の症型をとる。
 6)以上の咽頭炎及び扁桃炎は男が女より多く,季節的には秋及び冬に2つのピークがみられる。
 以上本論文は,溶連菌感染症の山形県下に於ける15年間の推移を刻明に追跡した点,学位を授
 与するに値するものと認める。
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